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広＜ 1<J.'.,},;/1てきくいるつ L/J込し、 ウ f,t, J・ 1i H'l 
摘Lた上九；こ， Jま.icu 1力リス J (1ワJt'i1時：riJ 
：、う m活力＜r';;) ：こ普及されて， λ 三 γr「： iiト千、I• pへ二 ｝ ろA YI i－山‘
J 入無差別に｛むわれて v、るさら、、かあるど、、うこ
〈も事実てあろう I L JCだがそれにも品、かわらず，
G沢東が現代山中l司における「カ iノlス～’的指導e;-J 





会（こおL、て公式に確立されたιので/J, ) t：こ E
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式；命の1手rJ:JJi芽l:q存日のものでふりう l~Hl {j九 a
2 
ヨし，ヌ







/• ' -, 主要な関心があることを， ここに＇）け力 uえて
おきfこL、。
ウェーバー「りリスマj という用語は，レ、・－，＇に，
かスト｝スブノL ケの教会史家 J~ ドルブ・グーム
(Rudolf Sohnいから借用したものであり、本来ギ



























































ウイ／レナーも指摘した上状況のもとにおいては，!d巨みえ江 1‘、び）むあふ〆. 8 ., 





















；＼して 1，、ノふ，U為、 L.tこも、 J 》')1 G とし、うことでA門るf
vこ， t ( Jージのf]1J/Uカ I）スー、’11(1m善行；こと
l主要広戦略的価｛［／［(i：も）ぐくるが｝I• I、a, - I I,, - ' ノー－ I, ) 
<!1 L , ・，キ ア J ～一、 千》、一一」ド守、〆
（！〕色）がqI f『，t，マ正・メ r{ Yヨ：Jilj ＇＂ン----- J- _.,. に占'00っ
ンボ i／ 持［干によ ＇） て疑（以力！） ζ ・7(i':Jf旨ユ寿吉が話H日




































































ふ抗日根拠地にと J , -c，抗日戦争の全期間を通じ






























































































第 ll~l ；二上ぺて；lミされるように 11~ 北かんてL、ミユ 1
































1T初J＇こ＇） ＼、ての A つの実践ft']






































































































































合r乏けどと L、才 1,il〆：， J こv'l 「思ι！不命JJ室長fJに上




る／ c7l ;(:, ｛＇！：‘心、／七九
色、 f
ー，＇ -／戸 l、ーレ、司 主主凪運動しり最終iねな帰結は， 王明ら
i 二代長ーされる r~tii+i'.i ‘ぶれ」 して L、く？と Fr-:t.-, ii 
る克：1Jq/ 1 l見，＆enイニァオ p - 7＇／：こ丸山民性 ＇）Jが比二除
[;i・：夜、＇） qi 1.1-Jた1主党のムヘ主1・,Mti侍れとしての
十伝！成／J介H石川JJ 二）＇，~大 L , 'Y2 n Jt'l i'J Hl ,fみとしての
I fa!(}+L!l＼；，乙l、i／ト i}.1；• び上がづ一亡くる （｝） である〉
これi）＇延定住J心！）廿佑でJ勺るc 以！：，／）ぷt#i!J、ら
7ムて‘ /ifti、I＇二1!I：安強liftlが . ')(/) r忠恕再三命Jとし
て1e1！尽きれ.：， L；うに‘ 二；＿ ,1t／い4寺，tJJ誤りをj巳した
人物「，~·.'.(i ゑとし之 l Ji可i古J全;iJ1.J:j るものごは！（
Jif,'f,/J山形＠をと ） jここと；ょτ！；主一』rti'11( ノ＼、
一ヂ _). -・ 
＼んうちJ- :.. ,I心、 既；このべ／二ように，共産党内に
おけノム二r1:_-v~ι＼ .1: :fri」 ／）， l'r定山政治的文脈内中での
み起き， ま／二，，）；三こされる 41び）ーであること rρ、 tJ.,＼起
_': ;!1ノjミ：t／；山 i,: ＇・、てあんうー 延安＇.i主E誌のさまさ、ま
I仁1／正斗i:,:-r・u持、I)JH,IJ¥iこ， 一本のぶv、糸／） ようにrt
i故L一、し、ふHKプJ山n;nwを？ わjI ;i>!.LI士見i：＆すこと
；土てさ／，： 1.川りである。 延安坐H止の本長；士号 j;l：誌に
と心えるな心； t' 思位革命」運動とし、う形態を：と
. ' ＇たロシア長 i'.f'['ii¥ i二対する明石在：；二，立品さ Ju’こも
沢東山1,:1長山決ip.kてあ－－－，たのてようふけ LI」束；土マ
ルケス主J主ン）中11ヒと L、う，F一七.J)i,とに、 i'J i二
lプ） if:’Hl （止しレ！日心と行動）合革命しりが法または武
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決定は「1ijf十l三月の rtri.1'; J 1;:発展さ’：t！二tLりとも


























tた， 1941ft'. :l J 1釘lこ重溢でi制限される子定。）
第2回第 1次国民参政会への出席を拒否した 2月






















まず撃風運動は指定されたると状況は a変する。政｛令委w_としぐ新し〈事i↓ii 二 i!i'G民主~lふが， l9 1 
年 7fl t:lH の「宋在［，~；ι＼の二g簡JIに .tj t,、し
／レケ f、」λり1-[Jl jじ／〉、特別に困難と！長 1・ r,i，い、
22編の参考文献を 3力月から 6カ月間にわたって
日常i百一番Jにつし、て批判と検討を加各地で学習し，
この教育運動におけえると l、うか式がと f，れたの中Iqνγ立/J;f宅，l~11rJ 準備に［！l 大人：〆〉三~~ i' 1J商し、
長時的論点は， fHo,;1寺に上ると次のよる！｝’（銭的，Lili 1-k.心ゐ:・ ＇，＇く；ことを山＇＜人一，＇；，［＇ハ；「、J止士き fこし
i不正1i三風j0）只Jーなわれ，うよι丸山であ J イこnそれを： hl.,1;:J／こと it L、》こ L、／， k、ぷ〉こ，hゐり
やた「〉に独立性を強調すること，体的夫現とは，（＇； 大た許(1;t米た／［＇.J：はし ＜い／，； L、｝;/ L ところ 1)•,
軍関主義的傾向、調1・i由主義的態度，本fi'1:・LS,ふこれはやはり 1[1;tJ山立の＿，）(/) i ,I）め、たさな｛I:
-N研究をしないで空想的に社両を提出すること，｛と附；：；ζLているりしかし，二 G'l守男｝')iごふる」 l
辺問題の解決に実際の条件から／I発Lt.n、こと，a：王ゾ己iJ主主 jI ぐいとと（こは lif<tj{ v＇〕戦略＿li;.、恕；J,
｜正はすべて模範と（Cるべきであると幻店、をレf二く7'1] J）活ftは鮫く～き Ld＇＜＇.取；？！引 J,!J二er！・，： キJ心ん、 1＇，、
ことで：守であった ti・ '.17）。したがって，整嵐運動の
これらの日常的諜題を毛沢東の論文が 9






















既にのべたようなこの運動の政治的文Ck；、' 久、 r) ！，（·~り；（ tlil にJ井／， ~ ／，υ心A ,' ~- ;, /, ・l- －一二二／ ト
いくも 11)42年；） Jlの陪定ーの論文によって$γム脈1；，て， Jlf1:t'.J.1;•!1 :"l社会をM’！［＇. Cr'J(,,!L I二




























の｝.＼J，皆、革命の方法として，：ん、｛，興味；＇f山IJ；〔l!H守主，；￥，J主／ I. : ＇・、む lりで心〉勺｝
つまり現L ゲ！し 九・ L一二ン・スケーリン主4'(i,LI；束［i］；；！：；，土全党OJ）旨月－ t'iCk，；ムル～
ー＼‘ ！，、！c
1、、こと l土，
{E支配的地位をしめるにヨそった正 L＇－悦ご風を、止 L1J '1 L 1,主た党；二!lfti止するものでんど3












41年 7月の辛中Im党学校におけるj主演 l党内！誌と(t 整i民運動を通じて，多数の新党員，幹部o，中に
E沢東路線iこょって力伯J,）けられた規律と信条件よi ~＇：党的な指導古と中心が‘を論ず」においこは，
系をうみ出そうとしたと考えることができるc し

















もかかわらず， l直義公議以絞， 4れム ｝）悪~ '/tf！向
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